
（仮称）逗子市自治基本条例検討ワークショップ （第 1 回） 
 

 

グループワークの進め方について 
 

「自治基本条例（仮称）」を策定するにあたって市民の声（お考えやご意見等）を集めることを目的に、グ

ループワークを行います。今回は全体像の把握を目的に、グループ話し合いを３回実施します。 
 

※話し合いの間、各グループに付いた市職員（市民協働推進員）が記録用にメモをとりますのでご了承ください。 

 

１回目：意見交換 （ ワールドカフェ ） 
 

グループ内で、自己紹介（お住まい・名前）を簡単にした後、 

「逗子でこういうふうに暮らしたい」をテーマに話し合います。 

 

その際のポイントは次になります。 

１． 相手の意見を否定しない 

    ・・正解は求めていません。議論ではなく対話のコミュニ 

ケーションをお願いします。 

 

２． 発言は短めに 

    ・・全員が発言できるように、一回につき一人１分程度を 

      目安にお話しください。 

 

３． 模造紙に書きながら 

    ・・話し合いで出てきた内容をマジックペンでメモします。 

      単語ではなく文章で書いてください。 

         悪い例 ：まちづくり 

いい例 ：一人ひとりが考え、行動するまちづくりが大事 

      みんなが、それぞれの立場で活躍できるまちにしたい 

 

＜グループ席替え＞ 市職員だけグループに残り、ほかの皆さんは他のテーブルへご移動ください。 

 

 

２回目：意見交換 （ ワールドカフェ ） 

 
 １回目の振り返りを行った後、同様に「逗子でこういうふうに暮らしたい」をテーマにお話しください。 

 

＜グループ席替え＞ 元のテーブルへご移動ください。 

 

 

３回目：絞り込みと、そのために必要なこと  

 

 １回目と２回目の内容から、「大事にしたい」と思うもの上位３つ（最大）を選びます。 

 テーマを絞った後、「そのために必要なこと」等の議題で話し合います。 

※３回目で出されたご意見は、市職員が A3 のワークシートに記入する形で記録をとります。 
 

 


